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５．令和５年度 隠岐の島町図書館運営の方針 
 

【 基 本 理 念 】 「町民の暮らしに活きる図書館」 

 隠岐の島町図書館は、文化的な生活の核となる施設として、人と人とのつながり

・ゆとり・やすらぎの場となるよう努めます。同時に、生涯学習施設として、図書

館資料や情報の提供をとおして、すべての人の知る自由を保障します。 

また、町民が自主的に学習できる環境を整備することにより、一人ひとりの成長

と地域課題の解決によるまちづくりに貢献します。 

 

【 基 本 目 標 】 

１．まちの情報拠点としての図書館づくり 

  ２．すべての町民の学びを支える図書館づくり 

  ３．人と人との交流とまちづくりを支える図書館づくり 

  ４．安心・快適な図書館づくり 

 

【基本施策】 

１．まちの情報拠点としての図書館づくり 

（１）図書館資料の提供 

    ・図書館資料の整備 

・図書館資料の収集のための情報発信 

   ・図書館資料の提供 

・テーマ毎の館内での図書館資料紹介 

   ・「まちの情報ひろば」で情報の発信 

   ・郷土資料の保存公開 

（２）視聴覚資料の充実 

   ・DVDへの更新 

・音楽CD、朗読CDの整備 

（３）リクエスト制度活用の周知 

   ・広報誌や利用案内等による利用者への周知 

（４）図書館情報の発信 

   ・広報誌での情報発信 

   ・図書館ホームページでの情報発信 

   ・防災行政無線（町内放送）での情報発信 

   ・図書館年報の作成及び配布 

   ・SNSでの情報発信 

 

２．すべての町民の学びを支える図書館づくり 【重点】 

（１）乳幼児期からの図書館利用の啓発 

   ・親子読書の啓発活動 
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   ・ファミリータイムの設定 

   ・しまね子育て絵本の貸出 

   ・子どもの読書を推進する活動 

   ・ブックスタート、ブックスタートプラスの実施 

（２）児童生徒の読書活動の支援 

   ・学校の教員及び学校司書との連携 

   ・中高生向け図書館通信「プレジャー」の発行 

（３）働き盛り世代の図書館利用の促進 

   ・ビジネス・就労関連情報の充実 

   ・利用登録者率の向上 

（４）高齢者や障がい者の読書環境の保障 

   ・公民館図書室との連携 

   ・大活字本、朗読CD及び拡大鏡の整備 

 

３．人と人との交流とまちづくりを支える図書館づくり 

（１）地域の課題への対応の充実 

   ・地域課題対応のための講座開催 

（２）施設の有効利用と他施設との連携 

   ・研修室の多目的利用 

・交流カフェ開催 

 （３）施設を活用した催し等の開催 

   ・図書館開放事業 

   ・住民主体事業 

・図書館展示 

・図書館まつりの開催 

 

４．安心・快適な図書館づくり 

（１）柔軟な開館時間の設定 

   ・「よるとしょ」の開催 

      ・臨時開館の試み（規則上休館となっている1月4日午後の開館） 

（２）職員の資質や専門性の向上 

   ・各種研修会への参加 

   ・職員研修会の開催 

（３）ボランティアとの連携 

   ・ボランティアの協力を得た取組みの充実 

   ・ボランティアとの定期的な情報交換 

（４）図書館のバリアフリー化 

   ・館内設備の整備 

   ・多言語対応  


